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1. 調査の概要 

1.1 調査の目的 

本調査は、第三次江南市環境基本計画の策定のための基礎資料を得ることを目的として実施し

ました。 

 

1.2 調査概要 

(1) 調査地域 

調査地域は、江南市全域としました。 

 

(2) 調査対象者及び抽出方法 

調査対象者は、市民は無作為抽出した18歳以上の市民1,000人、事業所は業種別に抽出した江

南市の事業所200箇所としました。 

 

(3) 調査期間 

調査期間は、令和伊3年6月25日(金)から令和3年7月16日(金)までとしました。 

 

(4) 調査方法 

調査方法は、郵送による配布及び回収としました。 

 

(5) 回収結果 

回収結果は、市民が39.0%、事業所が42.5%でした。 

 

表 1 調査票の回収結果 

対  象 
回答結果（回答率） 

配布数  

市 民 1,000 390（39.0％） 

事業所 200 85（42.5％） 

 

1.3 報告書の見方 

○ パーセント表示のものについては、端数処理の関係で合計が 100にならない場合もあります。 

○ 報告書の表、グラフ及び文章などで示した回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省

略している場合があります。 

○ 複数回答式の設問の場合、回答割合は回答数を分母として算出しています。そのため、選択

肢ごとの回答の割合を合計した場合、100%を超える場合があります。 
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2. 調査結果 

2.1 市民意識調査 

(1) 回答者について 

① 性別 

回答者の性別は以下に示すとおりであり、「男性」が 22.6%、「女性」が 34.9%です。 

 

男性
22.6%

女性
34.9%

答えたくない・分からない
1.0%

無回答
41.5%

 

 

 

② 年齢 

回答者の年齢構成は以下に示すとおりであり、「50～54歳」が 13.1%と最も多く、次いで、

「40～44歳」、「65～69歳」が 10%です。 

 

18～19歳
2.6% 20～24歳

4.4% 25～29歳
3.3%

30～34歳
5.6%

35～39歳
8.5%

40～44歳
10.0%

45～49歳
8.5%

50～54歳
13.1%

55～59歳
9.7%

60～64歳
7.7%

65～69歳
10.0%

70歳以上
15.1%

無回答
1.5%
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③ 職業 

回答者の職業は以下に示すとおりであり、「会社員」が 34.1%と最も多く、次いで、「パ

ート・アルバイト」が 21%です。 

会社員
34.1%

パート・アルバイト
21.0%

専業主婦・専業主夫
17.7%

自営業
5.9%

公務員・教職員
3.8%

学生
3.3%

農業
0.5%

自由業（医師・弁

護士など）
0.3%

無職
11.0%

その他
1.0%

無回答
1.3%

 

④ 江南市在住年数 

回答者の江南市在住年数は以下に示すとおりであり、「30年以上」と答えた人は 49.7%と

約半数を占めています。 

3年未満
5.4%

3～5年
3.6%

6～9年
6.9%

10～19年
15.6%

20～29年
17.4%

30年以上
49.7%

無回答
1.3%

 

 

⑤ 住所（小学校区） 

回答者の住所は以下に示すとおりであり、「布袋小学校区」が 15.6%と最も多く、次いで、

「古知野南小学校区」が 14.1%、「古知野東小学校区」が 12.3%です。 

古知野東小学校区
12.3%

古知野西小学校区
8.2%

古知野南小学校区
14.1%

古知野北小学校区
7.2%

布袋小学校区
15.6%

布袋北小学校区
6.9%

宮田小学校区
11.0%

草井小学校区
6.9%

藤里小学校区
3.6%

門弟山小学校区
5.6%

わからない
5.6%

無回答
2.8%
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(2) 江南市の現在の環境に対する満足度、重要度について 

① 環境の満足度・重要度 

「満足」・「重要」＝5点、「やや満足」・「やや重要」＝4点、「どちらともいえない」

＝3点、「やや不満」・「さほど重要ではない」＝2点、「不満」・「重要ではない」＝1点

として、各項目の度合いを得点化し、「満足度」・「重要度」として算出しました。 

「ごみ（廃棄物）」に関してや「公共交通機関」、「自然環境」、今回の調査設問に新た

に追加した「地球温暖化」に関する項目の重要度が高いものの、満足度は低くなっています。 

一方、悪臭や空気のきれいさなど「生活環境」に関する項目は重要度・満足度ともに高く

なっています。 

※満足度・重要度=｛（「満足・重要」の回答数）×5＋（「やや満足・やや重要」の回答数）×4＋ 

（「どちらともいえない」の回答数）×3＋（「やや不満・さほど重要ではない」の回答数）×2＋ 

（「不満・重要ではない」の回答数）×1｝÷（回収数－不明数） 

 

居住地周辺の静けさ

居住地周辺のにおい（悪臭）

空気のきれいさ

日当たりのよさ

居住地周辺の夏場の暑さ

まち並みの美しさ

歴史的、文化的な雰囲気

公園、親水空間の充実

まち中の街路樹など緑の多さ

自然の豊かさ

川や川辺などのきれいさ

野鳥、昆虫などの身近

な生き物の豊かさ

ごみのポイ捨てや不法投

棄禁止の徹底

ごみの減量・リサイクル

への取組

安全な水資源の確保

地震などに対する災

害防止対策

集中豪雨などに対する災

害防止対策

大気汚染や水質汚濁など

の公害対策

地球温暖化問題への対策

公共交通機関の利便性

歩行者・自転車通行の安全性

環境学習の場や情報の多さ

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5

重
要
度

満足度
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② 環境の満足度 

満足度が最も高いのは、「日当たりのよさ」で 4.1点であり、次いで「空気のきれいさ」、

「居住地周辺のにおい（悪臭）」が 3.9点、「住居地周辺の静けさ」が 3.8点です。 

満足度が最も低いのは、「歩行者・自転車通行の安全性」で 2.5 点であり、次いで「ごみ

のポイ捨てや不法投棄禁止の徹底」、「公共交通機関の利便性」で 2.7 点です。 

平成 28年から満足度が上がった項目は、「空気のきれいさ」、「地震などに対する災害防

止対策」、「集中豪雨などに対する災害防止対策」などですが、一方で、満足度が下がった

項目は「川や川辺などのきれいさ」、「公園、親水空間の充実」、「公共交通機関の利便性」

などです。 

4.1 

3.9 

3.9 

3.8 

3.7 

3.3 

3.3 

3.2 

3.1 

3.1 

3.0 

3.0 

2.9 

2.9 

2.9 

2.9 

2.8 

2.8 

2.8 

2.7 

2.7 

2.5 

4.2 

3.7 

3.6 

3.2 

3.2 

3.2 

3.2 

2.9 

3.2 

2.7 

3.0 

2.9 

3.1 

3.4 

2.9 

3.0 

2.5 

2.5 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

日当たりのよさ

空気のきれいさ

居住地周辺のにおい（悪臭）

居住地周辺の静けさ

安全な水資源の確保

ごみの減量・リサイクルへの取組

野鳥、昆虫などの身近な生き物の豊かさ

自然の豊かさ

大気汚染や水質汚濁などの公害対策

地震などに対する災害防止対策

まち中の街路樹など緑の多さ

集中豪雨などに対する災害防止対策

まち並みの美しさ

地球温暖化問題への対策

歴史的、文化的な雰囲気

川や川辺などのきれいさ

公園、親水空間の充実

環境学習の場や情報の多さ

居住地周辺の夏場の暑さ

公共交通機関の利便性

ごみのポイ捨てや不法投棄禁止の徹底

歩行者・自転車通行の安全性

（満足度）

R3 H28
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③ 環境の重要度 

重要度が最も高いのは、「集中豪雨などに対する災害防止対策」、「ごみのポイ捨てや不

法投棄禁止の徹底」で 4.6 点であり、次いで「居住地周辺のにおい（悪臭）」、「日当たり

のよさ」、「空気のきれいさ」、「地震などに対する災害防止対策」で 4.5点です。 

重要度が最も低いのは、「歴史的、文化的な雰囲気」で 3.3 点であり、次いで「野鳥、昆

虫などの身近な生き物の豊かさ」で 3.6点です。 

平成 28年から重要度が上がった項目は、「空気のきれいさ」、「川や川辺などのきれいさ」、

「公園、親水空間の充実」などですが、一方で、重要度が下がった項目は、「まち中の街路

樹など緑の多さ」などです。 

4.6 

4.6 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

4.4 

4.4 

4.4 

4.3 

4.3 

4.3 

4.1 

4.0 

3.9 

3.9 

3.9 

3.8 

3.8 

3.7 

3.6 

3.3 

4.5 

4.6 

4.4 

4.3 

4.5 

4.4 

4.4 

4.3 

4.2 

4.3 

3.8 

3.7 

3.9 

3.9 

3.9 

4.1 

3.5 

3.4 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

集中豪雨などに対する災害防止対策

ごみのポイ捨てや不法投棄禁止の徹底

居住地周辺のにおい（悪臭）

日当たりのよさ

空気のきれいさ

地震などに対する災害防止対策

歩行者・自転車通行の安全性

大気汚染や水質汚濁などの公害対策

公共交通機関の利便性

居住地周辺の静けさ

ごみの減量・リサイクルへの取組

地球温暖化問題への対策

川や川辺などのきれいさ

公園、親水空間の充実

居住地周辺の夏場の暑さ

自然の豊かさ

まち並みの美しさ

環境学習の場や情報の多さ

まち中の街路樹など緑の多さ

安全な水資源の確保

野鳥、昆虫などの身近な生き物の豊かさ

歴史的、文化的な雰囲気

（重要度）

R3

H28
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(3) 江南市の環境のすぐれているところ 

市民が考える、江南市の環境のすぐれているところの回答割合は以下に示すとおりです。 

回答が最も多かった項目は、平成28年と同様に、「公害問題が少なく、安心して住めるまちで

ある」で57.2%であり、次いで、「通勤、通学、ショッピングなどの交通の便がよく、効率的であ

る」、「ごみの分別・リサイクルが先進的なまちである」で31.8%です。 

 

57.2%

31.8%

31.8%

16.4%

15.9%

11.5%

11.5%

8.7%

7.9%

6.2%

5.1%

3.1%

4.6%

50.3%

32.5%

34.0%

16.0%

20.8%

15.0%

9.3%

8.3%

11.3%

7.8%

6.3%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

公害問題が少なく、

安心して住めるまちである。

通勤、通学、ショッピングなどの

交通の便がよく、効率的である。

ごみの分別・リサイクル

が先進的なまちである。

鳥や昆虫などとふれあう

場所が残されている。

公園や街路樹などのみどりが多い。

川などの水がきれいである。

たばこのポイ捨てや不法投棄がなく、

マナーが守られた清潔なまちである。

整然として、すっきりしたまち並みである。

自然・歴史と都市化が共存した

美しいまちである。

山林など多くの自然が残されている。

市民活動が活発である。

太陽光発電などの再生可能エネルギー

の導入が進んでいる。

その他

R3

H28
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(4) 江南市の環境のよくないところ 

市民が考える、江南市の環境のよくないところの回答割合は以下に示すとおりです。 

回答が最も多かった項目は、平成28年と同様に、「まちにごみやペットのフン、たばこのポイ

捨てが見受けられ、マナーが悪い」で39.5%であり、次いで、「通勤、通学、ショッピングなどの

交通の便がよくなく、生活効率が悪い」で36.2%、「公園や街路樹などのみどりが少ない」で29.7%

です。 

39.5%

36.2%

29.7%

18.7%

15.6%

14.4%

13.8%

13.8%

10.3%

9.2%

1.5%

0.8%

12.1%

38.5%

33.3%

24.0%

21.3%

16.8%

17.5%

16.0%

11.3%

12.5%

8.8%

4.5%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

まちにごみやペットのフン、たばこの

ポイ捨てが見受けられ、マナーが悪い。

通勤、通学、ショッピングなどの

交通の便がよくなく、生活効率が悪い。

公園や街路樹などのみどりが少ない。

川などの水が汚れている。

山林などの自然が少ない。

自然・歴史と都市化の調和がとれていない。

太陽光発電などの再生可能

エネルギーの導入が遅れている。

市民活動が活発ではない。

鳥や昆虫などとふれあう場所が少ない。

ごみの分別・リサイクルが不十分で、

徹底されていない。

公害問題があり、不安である。

ビルや大きな建造物が多く、圧迫感がある。

その他

R3

H28

 

(5) 江南市の環境について 

市民が感じる、以前（5年前（平成 28年頃））と比較した現在の江南市の環境は以下に示

すとおりです。 

「良くなった」及び「どちらかと言えば良くなった」と答えた人が 21.0％、「以前と変わ

らない」と答えた人が 59.2％、「どちらかと言えば悪くなった」及び「悪くなった」と答え

た人が 9.3％です。 

良くなった
1.5%

どちらかと言えば

良くなった
19.5%

以前と変わらない
59.2%

どちらかと言えば悪くなった
6.2%

悪くなった
3.1%

わからない
9.7%

その他
0.3%

無回答
0.5%
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(6) 環境に対する行動の実施状況について 

市民の環境に対する行動の実施状況は以下に示すとおりです。 

「常に実行」＝4点、「時々実行」＝3点、「今後実行する」＝2点、「今後も実行しない」＝1点

として、各項目の取り組み度合いを得点化し、「実行度」として算出しました。 

実行度が最も高いのは、「道端へのたばこのポイ捨てはしない」、「犬の散歩時には、必ず糞を

持ち帰る」で3.9点です。実行度が最も低いのは、「ボカシやコンポスト容器などによる生ごみの

堆肥化を行っている」で1.7点です。 

また、平成28年と比べて、「洗剤の種類や量に気を配っている」、「省エネルギー型など環境に

配慮した家電製品を優先して購入している」などの項目の実行度が低くなっています。 

 一方で、「食用油は使い切るか、指定の方法で廃食用油を出している（排水口に流さない）」、

「公共交通機関（電車やバス）、自動車、徒歩の移動を心がける」、などの項目の実行度は高くな

っています。 

※実行度=｛（「常に実行」の回答数）×4＋（「時々実行」の回答数）×3＋（「今後実行する」の回答数）×2＋ 

（「今後も実行しない」の回答数）×1｝÷｛回収数－（「該当しない」回答数）－不明数｝ 

3.9 

3.9 

3.8 

3.8 

3.8 

3.8 

3.7 

3.6 

3.6 

3.6 

3.6 

3.5 

3.5 

3.4 

3.3 

3.1 

2.9 

2.8 

2.8 

2.8 

2.6 

2.5 

2.4 

2.3 

2.3 

1.9 

1.7 

3.9 

3.8 

3.8 

3.8 

3.7 

3.2 

3.7 

3.7 

3.6 

3.7 

3.5 

3.6 

3.4 

3.6 

3.1 

2.7 

2.5 

2.8 

2.5 

2.2 

1.9 

1.9 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

道端へのたばこのポイ捨てはしない。

犬の散歩時には、必ず糞を持ち帰る。

流し台にネットやストレーナーを置いている。

買い物には買い物袋を持参するなど、

プラスチックごみの削減を心がけている。

庭先などでの野焼き（屋外燃焼行為）はしない。

正しいごみの分別・排出を行っている。

食用油は使い切るか、指定の方法で

廃食用油を出している（排水口に油を流さない）。

不要な電気のスイッチは消す。

車を運転する際、不要なアイドリング、

空ぶかし、急発進などをしない。

詰め替え可能な製品を利用する工夫をしている。

下水道へ接続している、または浄化槽の管理を

適正に行っており、雑排水には気を配っている。

敷地内や畑などの

雑草や枯葉、ゴミは除去し、美化に努めている。

エアコンの温度設定に気を付けて節電をする。

食べ残しなどの食品ロスを出さない様にする。

過剰包装は断る。

洗剤の種類や量に気を配っている。

省エネルギー型など環境に配慮した

家電製品を優先して購入している。

汚れた食器類はふき取ってから洗う。

地産地消を心がけている。

公共交通機関（電車やバス）、

自転車、徒歩の移動を心がける。

エコマーク商品や再生品など、

環境に配慮したサービスを選んでいる。

広報、市ホームページなどを通じて

環境問題・環境活動に関する情報の収集している。

国や県の環境に関する取り組み

（COOL CHOICEなど）を意識し、行動している。

風呂の残り湯を再利用し節水している。

フリーマーケットや、リサイクルショップを利用している。

米のとぎ汁は流さないで再利用する。

ボカシやコンポスト容器などによる

生ごみの堆肥化を行っている。

（実行度）

R3

H28
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(7) 環境に対する行動の実施状況（今後も取組まない理由）について 

市民の環境に対する行動に今後も取組まない理由は以下に示すとおりです。取り組みを行わな

い理由は、環境に対する行動ごとにそれぞれ異なっています。 

4.5%

33.3%

2.9%

10.1%

8.6%

1.8%

3.3%

8.3%

3.8%

9.5%

1.9%

4.2%

3.1%

4.3%

7.1%

14.3%

8.6%

3.9%

50.0%

39.1%

7.9%

44.1%

15.8%

2.9%

5.7%

15.8%

30.0%

16.7%

23.1%

4.8%

28.6%

2.8%

18.8%

14.1%

15.4%

21.4%

9.1%

4.3%

30.2%

2.9%

5.3%

37.0%

52.9%

38.9%

27.3%

35.0%

5.3%

13.3%

8.3%

5.8%

14.3%

7.1%

19.8%

16.7%

37.4%

13.0%

7.7%

7.1%

17.2%

15.7%

13.6%

21.7%

3.2%

11.8%

15.8%

23.9%

11.4%

5.6%

13.6%

24.5%

3.3%

8.3%

21.2%

19.0%

14.2%

12.5%

3.7%

13.0%

7.7%

7.1%

6.9%

7.8%

4.8%

5.9%

26.3%

2.9%

1.4%

16.7%

4.5%

6.1%

15.8%

3.3%

8.3%

9.6%

14.3%

7.1%

19.8%

4.2%

16.0%

34.8%

7.7%

7.1%

60.0%

68.4%

28.6%

13.8%

13.7%

22.7%

34.8%

20.6%

32.4%

36.8%

23.2%

20.0%

38.9%

54.5%

32.5%

63.2%

46.7%

50.0%

36.5%

38.1%

57.1%

41.5%

43.8%

25.8%

34.8%

61.5%

57.1%

40.0%

31.6%

50.0%

53.4%

58.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不要な電気

エアコン節電

公共交通機関

省エネ家電

エコドライブ

風呂残り湯節水

汚れた食器類

食用油廃棄

流し台ごみ

米とぎ汁再利用

浄化槽の管理

剤の種類や量

エコバッグ利用

地産地消

過剰包装

詰め替え製品

フリマ利用

エコ品等の選択

生ごみ堆肥化

野焼きはしない

ごみの分別排出

食べ残し食品ロス

たばこのポイ捨て

犬の散歩

敷地内の美化

環境情報の収集

国県の環境取組み

時間がかかるから お金がかかるから 手間がかかるから 効果があると思えないから 自分には関係ないから 特に理由はない

 

 

(8) 環境保全活動について 

環境保全活動の推進への取り組みについて、市民が重要だと考えることは以下に示すとおりで

す。「市民一人ひとりが出来るところから取り組むべき」と答えた人が最も多く、32.7%です。 

32.7%

18.9%

16.0%

10.5%

7.5%
6.5% 5.7%

2.1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

市
民
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
。

ま
ず
、
事
業
者
が
率
先
し
て
環
境
保
全
型
の
事
業
活
動(

リ
サ

イ
ク
ル
し
や
す
い
製
品
を
作
る
、
扱
う
な
ど)

を
行
う
べ
き
。

行
政
が
、
も
っ
と
市
民
や
事
業
者
に

環
境
保
全
対
策
を
働
き
か
け
る
べ
き
。

ま
ず
、
公
共
施
設
で
率
先
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
や

省
エ
ネ
な
ど
の
環
境
保
全
を
行
う
べ
き
。

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
支
援
、
育
成
す
べ
き
。

行
政
が
、
環
境
問
題
の
現
状
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

勉
強
会
な
ど
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
。

市
民
自
ら
が
地
域
で
話
し
合
い
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
べ
き
。

そ
の
他

回
答( 

％)
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(9) 環境保全活動の参加状況について 

市民の環境保全活動の参加状況は以下に示すとおりです。 

「どの活動や行動もしたことがない」と答えた人が44.6％であり、次いで、「地域主催の清掃

活動や環境に関するイベントに参加したことがある」と答えた人が32.3％です。 

44.6%

32.3%

12.8%
11.3% 10.8%

7.9%

4.1%
1.5% 1.0% 1.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

ど
の
活
動
や
行
動
も
し
た
こ
と
が
な
い
。

地
域
主
催
の
清
掃
活
動
や
環
境
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。

環
境
活
動
団
体
や
市
が
発
行
す
る
資
料
の
収
集
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
た

金
銭
や
物
品
の
寄
付
を
し
た
こ
と
が
あ
る

(

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど)

。

署
名
活
動
に
協
力
し
た
こ
と
が
あ
る
。

環
境
活
動
団
体
や
市
な
ど
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。

講
演
・セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
る
。

環
境
活
動
団
体
な
ど
の
会
合
へ
の
参
加
や
環
境
活
動

団
体
で
主
体
的
な
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

環
境
活
動
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

会
費
を
支
払
っ
て
い
る
。

そ
の
他

回
答( 

％) 

N=390

 

 

(10) 市への情報伝達手段について 

市民が用いる市への情報伝達手段は以下に示すとおおりであり、伝達していない人が

66.4%と半数以上を占めています。 

66.4%

16.9%

13.1%

5.4%

2.3%

0.8%

0.5%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

伝達していない。

インターネット・メールを利用する。（市ホームページなど）

電話を利用する。

意見を伝えられる受付窓口に出向く。

手紙などによる投書。（「市長への手紙」など）

審議会や協議会などの意見を伝える組織に所属する。

ＦＡＸを利用する。

その他
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(11) 再生可能エネルギー・省エネルギー機器などの導入について 

家庭における再生可能エネルギー・省エネルギー機器の導入状況は以下に示すとおりです。 

省エネ型照明を「導入している」と答えた人は、71.5％と高い数値となっています。次い

で、高効率給湯器が 35.6％、複層ガラス他が 30.0％、次世代自動車が 29.0％です。 

一方で、地中熱利用や家庭用燃料電池、バイオマス燃料、太陽熱温水器、太陽光発電につ

いては、「分からない・導入予定なし」と答えた人が 60％以上となっています。 

18.7%

5.6%

35.6%

29.0%

0.3%

3.9%

30.0%

71.5%

0.5%

0.5%

0.8%

3.6%

1.0%

1.0%

3.3%

0.3%

13.8%

12.1%

14.1%

35.6%

8.5%

17.5%

18.5%

12.8%

11.5%

62.3%

78.2%

45.6%

29.2%

86.9%

72.2%

45.6%

11.0%

82.3%

4.6%

4.1%

3.8%

2.6%

4.4%

5.4%

4.9%

1.3%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太陽光発電

太陽熱温水器

高効率給湯器

次世代自動車

バイオマス燃料

家庭用燃料電池

複層ガラス他

省エネ型照明

地中熱利用

導入している 導入する予定 条件が整えば導入したい 分からない・導入予定なし 無回答
 

 

(12) SDGs：持続可能な開発目標について 

市民の SDGsの認知度は以下に示すとおりです。 

「聞いたことがあり、内容もよく知っている」、「聞いたことがあり、内容もある程度知

っている」と答えた人は、全体の 39.8％、「聞いたことはあるが、内容までは知らない」、

「聞いたことがない」と答えた人は全体の 57.7％を占めています。 

聞いたことがあり、内容も

よく知っている
9.0%

聞いたことがあり、内容も

ある程度知っている
30.8%

聞いたことはあるが、

内容までは知らない
33.3%

聞いたことがない
24.4%

無回答
2.6%
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(13) 江南市環境基本計画の現在の取り組みに対する満足度、重要度について 

① 環境基本計画の現在の取り組みの満足度・重要度 

「満足」・「重要」＝5点、「やや満足」・「やや重要」＝4点、「どちらともいえない」＝3点、「や

や不満」・「さほど重要ではない」＝2点、「不満」・「重要ではない」＝1点として、各項目の度

合いを得点化し、「満足度」・「重要度」として算出しました。 

平成28年度と比べて重要度は全体的に上がっていますが、満足度は大きな変化はありません。 

 「ごみ問題」に関する取り組みや「公害防止対策の推進」に関する取り組みについては、重

要度が高く、満足度も比較的高くなっています。 

また、「生活環境のマナーの強化」に関する取り組みや「公共交通の充実と利用促進」に関

する取り組みは、重要度は高いが、満足度は低くなっています。 

 また、近年重要視されている「低炭素社会に向けた活動の実践」や「環境保全活動の支援

と育成」に関する取り組みについては、重要度及び満足度はともに高い数値ではありません。 

 

市民参加の推進

と情報の共有化

環境教育と環境啓発の推進

環境保全活動

の支援と育成

生活環境に対するマ

ナーの強化
公害防止対策の推進

水辺と緑の整備

生物多様性の保全と持続

可能な利用

ごみ減量化の推進

資源の循環利用の促進

ごみの適正な処理

低炭素社会に向けた

活動の実践

新エネルギー、省エネ

設備の促進

公共交通の充実と利用促進

フロン類対策の

推進

3.5

3.7

3.9

4.1

4.3

4.5

2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5

重
要
度

満足度
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② 環境基本計画の現在の取り組みの満足度 

市民が考える、江南市の環境基本計画の現在の取り組みに対する満足度は以下に示すとお

りです。「ごみ問題」や「公害防止対策」に関する取り組みの満足度は相対的に高く、「公

共交通」に関する取り組みの満足度が最も低くなっています。 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

ごみの適正な処理

ごみ減量化の推進

資源の循環利用の促進

公害防止対策の推進

水辺と緑の整備

生物多様性の保全と持続可能な利用

フロン類対策の推進

環境保全活動の支援と育成

生活環境に対するマナーの強化

環境教育と環境啓発の推進

低炭素社会に向けた活動の実践

市民参加の推進と情報の共有化

新エネルギー、省エネ設備の促進

公共交通の充実と利用促進

 

③ 環境基本計画の現在の取り組みの重要度 

市民が考える、江南市の環境基本計画の現在の取り組みに対する重要度は以下に示すとお

りです。どの取り組みも 3.0以上であり、重要度は高いと考えられます。 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

ごみの適正な処理

ごみ減量化の推進

公害防止対策の推進

公共交通の充実と利用促進

生活環境に対するマナーの強化

資源の循環利用の促進

水辺と緑の整備

新エネルギー、省エネ設備の促進

低炭素社会に向けた活動の実践

環境保全活動の支援と育成

フロン類対策の推進

環境教育と環境啓発の推進

生物多様性の保全と持続可能な利用

市民参加の推進と情報の共有化
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(14) 路上喫煙について 

① 喫煙の有無について 

回答者の喫煙率は以下に示すとおりです。 

「吸わない。または、20歳未満である」、「以前は吸っていたが、今は吸わない」と答え

た人が大半を占めています。 

吸う。
8.7%

以前は吸っていたが、

今は吸わない。
24.4%

吸わない。

または、20歳未満である。
65.4%

無回答
1.5%

 

 

② 路上喫煙について 

市民が路上喫煙に対して感じていることは以下に示すとおりです。 

「臭いが迷惑」と答えた人が 34.4％、次いで「たばこのポイ捨てが迷惑」と答えた人が

26.7％です。 

 

気にしていない。
6.2%

臭いが迷惑。
34.4%

煙が迷惑。
12.1%

たばこの火が危険。
16.9%

たばこのポイ捨てが

迷惑。
26.7%

その他。
2.6%

無回答
1.3%
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③ 駅周辺の喫煙禁止区域の設定について 

市民の、駅周辺の喫煙禁止区域の設定に対する考えは以下に示すとおりです。 

「設定した方が良い」と答えた人が 82.8％と大多数を占めています。 

 

設定したほうが

良い。
82.8%

設定しない方が良い。
3.1%

どちらでもよい。
12.6%

無回答
1.5%

 

 

 

④ 喫煙禁止区域内への喫煙場所の設置について 

市民の、喫煙禁止区域内への喫煙場所の設置に対する考えは以下に示すとおりです。 

設置した方が良いと答えた人は、55.1％と半数以上を占めています。 

 

設置したほう

が良い。
55.1%

設置しない方が良い。
21.8%

どちらでもよい。
21.3%

無回答
1.8%
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(15) 環境行政に対しての要望などについて 

環境行政に対しての要望など（意見、要望、環境保全のための行動を実施するためのアイ

デア）についての回答は以下に示すとおりです。 

 

No. 
環境行政に対しての要望 
（意見、要望、アイデア） 

項目 

1 
通勤・通学に不便なためもっとバス停を増やしてほしい。 
バスが走りやすいように、通路を広げるなどの対策が必要。 

交通 

2 

交通の不便さを解消してほしい。老齢化が進みバス停もない等、今どき
あり得えません。小さな町でも市か区のバスが送迎する時代。10 万都
市です。どの場所でも少し歩けば乗りつぎが出来る交通手段を実行して
ほしいです。 

交通 

3 不燃物の回収先を増やしてほしい。 ごみ 

4 
可燃ごみ、不焼ごみ、いつでも捨てられる BOXがほしい。指定日に雨が
降ると辛すぎる。 

ごみ 

5 
当たり前のことを当たり前に実施できるように市民参加型で興味を持
ってもらえる提案が必要。税金を使った安易なやり方は NG。 

環境教育 

6 行政はそれなりに実行していると思うが、市民全体に伝わってこない。 その他 

7 

ゲリラ豪雨のたびに道路が冠水し、交通渋滞の発生や水が引いたあ
との道路の汚れが気になる。 
市街地（市南部・西部）に公園が少なすぎる。川辺にばかり作らな
いでほしい。 
環境に関する行政のイベントは、名称や内容が堅すぎると思う。もっと
市民が興味を持てるよう工夫してみはどうでしょうか。 

災害 
自然環境 
環境教育 

8 引き続き向上に向けた努力をお願いします。 その他 

9 
リサイクルや分別を求めるなら、資源ごみの回収を地域任せにせず、
市が対応して下さい。そのために税を使うのであれば文句は出ない
と思います。 

ごみ 

10 
江南駅周辺の整備が必要と思います。布袋駅のように作り直してほ
しいと思います。 

まちづくり 

11 
駅前開発を進め、きれいな街づくりにすることで市民の意識を変え
ることが重要。 

まちづくり 

12 
学校屋上にソーラーパネル設置を市民の力で行う（災害対策とし
て）。 

再エネ 

13 公園が少ない まちづくり 

14 
あまり興味がなかったので、改めて考えてみたい。道路の美化、雑
草ごみ、一人ひとりが気を付けたら街もきれいになると思います。 

まちづくり 

15 
資源ごみを前日出して良い地域と、当日のみしか出せない地域があ
り大変不満です。統一してほしい。 

ごみ 

16 

もっと均等にお金を使って環境を整えてほしい。布袋など歴史の色
濃く残るところだけでなく、木が荒れているところ、休耕地をゴミ
の処分場などに決してしないでほしい。畑も田も人と自然の生活に
は欠かせないものです。市で買い取るとか公共事業にするとか上手
く自然と共有してほしい。（江南の古来種の野菜とか…育てるなど） 

まちづくり 

17 
とにかく不燃ごみを何とかしたい。捨てにくい。地域の当番等、冬
の朝 5：45 集合とかありえない。お金を出してでもやりたくない。
もっとシルバー等活用すべき。 

ごみ 

18 
資源ごみの回収日だけでなく、各地で収集出来て、プラごみがもっ
と手軽に回収出来ると（可燃ごみ回収のように）分別するハードル
が下がる。 

ごみ 

19 
可燃ごみ（生ごみ）に対してのカラス対策について検討、施策をお
願いしたい。ネット、袋の色を変更する、フタ付の収集箱を支給（補
助）する等。 

ごみ 

20 

家の前に鉄・アルミなど集める仕事をしているのか、鉄・アルミが
高く積んであり、道を運んでいるものの台風などがきた時、自分の
敷地内に発風などで飛んでこないか心配。見た目的にも嫌です。土
地に壁などで囲んでもらいたいです。 

ごみ 
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No. 
環境行政に対しての要望 

（意見、要望、アイデア） 
項目 

21 

市道の清掃、草取り等を年に 3 回は行っています（40 年以上）。も
う 70 才以上になり足腰が弱り（腰の手術）もしました。市の方で市
の方でアスファルトか草取り等を行ってください（木賀本郷 90南道
路）。 

まちづくり 

22 

ゴミの分別等、意識の高さが伺えて素晴らしいと思います。 
小中学校では SDGs などの世界規模の取り組みについて学ぶ機会は
あるのでしょうか？今後の動きも含めて、社会に出る前の子供たち
への教育が重要になると思います。 
大学生との交流やワークショップを行い、環境意識を高めることも
有効だと思います。 

ごみ 
環境教育 

23 とりあえずホームページを見やすくしてほしい。環境部分以外も。 その他 
24 公園や緑を増やしてほしいです。 まちづくり 
25 ごみ分別の細分化と回収場所の常設。 ごみ 

26 
公園、駐車場にゴミが多い。食べたあとのカップ、紙袋などたくさ
ん捨ててある。中には水槽、椅子、棚も捨ててある。誰も掃除しな
いから近くの人が片付ける。ゴミは我が家に飛んできます。 

ごみ 

27 

先述しましたが環境ポイントの様な制度を導入されてはどうかと思
います。ゴミを分別して出したら 1 ポイント、ボランティア参加で
10 ポイントの様にして、50ポイント貯まったら 500 円の地産地消商
品と交換できる等のメリットがあれば、市民の方も参加に積極的に
なるのではないでしょうか。 
要望ですが不燃物ゴミの回収をもっと一人暮らしの会社勤めでも出
せる曜日や時間にも設定してほしいです。前に住んでいた場所では、
土曜日に出せる場所があったり、土曜日に回収日を設けたり、平日
でも夜に出せたりしていたのですが、平日の朝ですと出勤時間の関
係ですごく大変になります。 

ごみ 

28 
江南市は公共交通機関が未発達で、移動手段が殆ど自家用車である。
環境を考え自転車（電動アシスト）のレンタル等で、短距離移動等
に活用出来る様にする。 

交通 

29 
色んな地域に住んだが、江南は中途半端なイメージがある。もっと
色んなことを分かりやすくアピールすると、市民の意識も変わるの
かなと。どうして行きたいのか方針が分かりにくいです。 

その他 

30 久昌寺の庭、建物が荒れているので整備してほしい。 まちづくり 

31 
プラスチック、トレーを週 1 回回収してほしい。資源の収集場所ま
でが遠く、回数が少ないので不便です。 

ごみ 

32 
名古屋市他のように、プラごみを含めた分別をしなくても良い焼却
施設の拡充が必要ではないか。 

ごみ 

33 
江南市に何十年も住んでいますが、公園が全くないことをずっと思
っていました。子供たちの為にも公園整備が必要ではないでしょう
か。 

まちづくり 

34 
タバコのポイ捨てが多い（マナーが悪い）ので対策してほしい。 
犬のフンが道路にある（マナーが悪い）飼い主への指導を徹底して
ほしい。 

ごみ 

35 

ゴミ集積所のカラスのゴミ散乱がとても目立ちます。本当に汚く子
供たちの通学路にも被害が多くあります。ゴミは新聞紙にくるむな
ど、個々で何か対策をしてほしいです。ルールを守ってゴミを捨て
るように呼び掛けてほしいです。 
学校区に公園が少ないので、作ってほしい。 

ごみ 

36 

犬のフンを持ち帰らない人頑張って多いと感じるので、罰則金を江
南市に払うことをする。また、フンを持ち帰らない人を見かけたら、
写メを江南市に送り、指導＆罰則金を支払うようにしてほしい。ゴ
ミの問題でカラスがよく食いちらかしているのです、防護ネットの
支給を市からしてもらう。またコーポ等に住んでいる方のゴミは、
管理者である業者が中心となり、コーポでのゴミとして出してほし
い。たまにわざわざゴミを置いていく人がいるので。 

ごみ 
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No. 
環境行政に対しての要望 

（意見、要望、アイデア） 
項目 

37 
環境に意識していることをもっとアピールした方が良いと思いま
す。※江南市が環境を考えていることが分からないから。 

その他 

38 
幹線道路沿いに住まいがあるが、ゴミのポイ捨てが多いように思う
（タバコ含）。ゴミは所定の場所に捨てる or 持ち帰るという基本的
な教育が必要なのかもしれません。 

ごみ 

39 地域毎に特性を出して、活性化していってほしい。 その他 

40 
歩道に植えてある木について、緑を環境が良いというふうに考えて
いるならば、もっとマメに剪定してほしい。車で脇道からメインの
道路に出る際、見通しがすごく悪く事故のもとである。 

まちづくり 

41 
資源ごみの回収後の再資源化などのアップサイクルへの循環が重要
かと思います。分別しても焼却処理をするのは本末転倒、行政にお
いて“しくみ作り”を希望します！ 

ごみ 

42 
近くの工場の音がうるさく感じます。日中の飛行機の音も大きく、
網戸にしているとテレビが聞こえづらい。1 日に何度もあるのです
ごく気になります。 

公害 

43 
せっかく鳥とかが飛来してくるのだから、川の周辺をもっときれい
に整備したらいいと思う。 

自然環境 

44 
車の一方通行の逆走が多い。何か対策を子供の通学路が（解読不能：
ありきけし？）。 

交通 

45 
プラスチックゴミを可燃物ゴミと同時に出せるようにする。 
不燃物ゴミを可燃物と同時に出せるようにする。 

ごみ 

46 

街路樹の落葉や見通しの悪さ、剪定や伐採に費用がかかり過ぎなの
ではないでしょうか？費用のかからない、きれいな花や木が有るの
では？車の運転席からでも見通しの良い背の低い植物を希望しま
す。 

まちづくり 

47 
空き家、廃棄等、雑草がある所をしっかり管理して頂きたい。 
※野良ねこ、害虫（ねずみ）環境整備。 

まちづくり 

48 交通機関の利便性の向上（高齢者のショッピング等のため） 交通 

49 

犬の散歩をしている人が、犬が尿をしたらそのままの人が多い。水
で流してほしい。 
公園にゴミが落ちている（子供も大人も捨てている）。 
曼陀羅寺公園に野良猫が多く、フンや尿がかなり落ちていて景観を
損ねている。餌をあげているおじさんがいつもいる。江南唯一の観
光地なのでせめてきれいを維持してほしい。 

ごみ 
まちづくり 

50 
畑で野焼きをしている人がいて迷惑であり禁止すべき（火事の心
配、臭いなど）。 

公害 

51 
隣の家のペット（犬 4 匹）による被害にあっています！ペットを
飼う事は良いのですがマナー、躾がなってなく大変迷惑していま
す。 

その他 

52 

ネコ、〇〇、キジ、カラス対策が…特に野良ネコが多くて困る。
犬のフン畑へ。 
畑への缶コーヒー、ボトル、コンビニ弁当等ポイ捨て、路中停車
危険。特に通学道路広報等で PR活動してほしいです。〇〇タバコ
危険（野焼、枯草も含む）。 

その他 
ごみ 

53 

道路の草が歩道まで出ているところがあるので、草刈を行ってほ
しい。今コロナの状況の中で、地区で清掃が出来ないので下水道
のゴミがたまっている。 
江南市は下水道の深さが浅く、最近の雨に対応できなく道路が雨
水で溢れている。 

まちづくり 

54 
新ゴミ処理施設を江南市に決定された利点が全く分かりません。
航空機の騒音がひどくなった。 

ごみ 
公害 

55 
市が行う啓蒙活動には限界があるため、まず自治体が率先して出
来ることを考えるべきだと思う。 

その他 
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環境行政に対しての要望 

（意見、要望、アイデア） 
項目 

56 
江南市は昔から飲食関係の店が多い為、市に納める税が少ない。
工場系が多い大口町に比べ貧乏なゆえ、江南市全体にお金がかけ
られない。もっと工場を作るべき。 

その他 

57 

子育て世代が子どもを安心して遊ばせられる公園が少ないと感じ
ます。昔は（第 1 子を子育て中の時など）子どもを連れて散歩す
れば、近所のおじいさん、おばあさんに声をかけてもらい可愛が
ってもらっていました。今は昔ほど安心安全な環境とは言えず、
子育て支援センターなどを利用している人も多いと思いますが、
車で離れた施設へ行くことを考えたら、もっと身近に近所にそう
いう場所があれば良いのではないかと考えます。また老若男女問
わず、子育て世代からお年寄りまでが同じ空間で談話できたり、
子どもや老人に優しい町づくりをしていけたら良いのではないで
しょうか？公民館や空き地を使って、市民一人ひとりの得意分野
を発揮し、心も環境も豊かな江南市になってほしいです。 

まちづくり 

58 
江南警察署の前に道など、誰もが利用する様な場所はバスが通る
ようにしてほしい。 

交通 

59 
道路に草が 1/3 もはみ出している。土地の持ち主に注意して、皆
が使う道路をキレイにしてほしいです。毎年のことで困っていま
す。 

まちづくり 

60 
江南市は不燃ゴミの袋がないので分別しにくいし、どちらか分か
らない時は可燃に入れてしまうので、燃えるゴミの袋があったら
嬉しいです。 

ごみ 

61 
畑の草などは、周囲に迷惑にならないように焼却するのが良い。
害虫が減るし、農業を少なくし人の為に良い。 

ごみ 

62 
環境基本計画について、市の具体的な取り組みを知らなかったの
で、興味・関心が持てるといいなと思いました。 

環境教育 

63 
浄化槽の汲み取りなどすごく臭うので、早く全ての地域が下水道
になってほしいです。 

まちづくり 

64 

一般可燃ゴミと同じくらいプラゴミが出ます。今現在付き 2 回く
らいの資源ゴミの日に捨てていますが、週 1 回くらいの回収があ
ると助かります。環境フェスタに依然参加しましたが、コロナ収
束してまたイベントが開催される事を祈ります。 

ごみ 

65 

いつも可燃ゴミを出すと、カラスに荒らされすごく汚くなる。ネッ
トをかぶせる以外の方法でなんとかカラスがこないようにしてほし
い。 
側溝から嫌なニオイがする。 
リサイクルゴミ（プラ、缶など）は、収集場所まで（仕事や小さい
子がいるので行けません！）朝早く持って行くのは大変だし、働い
ているとセンターまで行くのもつらい。週 1 でも可燃ゴミのように
集めに来てほしい。収集の方が大変なのは分かりますが。少しズレ
ますが、保育環境もなんとかしてあげてほしい。市立の園舎が古く
て、トイレや部屋が汚い。これからの子ども達のために、もっと温
かみのある部屋や環境を用意してあげて下さい。可哀そうです。 

ごみ 

66 

資源ゴミの収集について、他の自治体のように袋のままで回収する
等、効率的に行うことは出来ないのでしょうか。皆さん、ゴミに対
する意識も高いため、袋で回収しても問題ないように感じます。当
番で立ち会ったりをしていますが、仕事をしている場合、当番のた
めに休みを取得しなければならず、共働きが増えていると言われて
いる中、時代に合っていないと感じます。 

ごみ 

67 
五条川の自然遊歩道脇の草刈りを、もっと何回もしてほしい。ウォ
ーキングをしていると、両脇の草が道にはみ出してすれ違いの時な
ど邪魔になるから。 

まちづくり 

68 
古い家の放置をやめてほしい。缶やビン、ペットボトルなどは 24時
間 365日出せるような場所を、駅や公共施設などに設置してほしい。 

ごみ 
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環境行政に対しての要望 

（意見、要望、アイデア） 
項目 

69 特になし。調査の項目が多すぎる。 その他 

70 
広報誌をもらえないので、どんな環境対策をしているのか分からな
い。町内会に入っており、町会長にも挨拶したが、もらえない。近
隣との関係も悪くありません。 

環境教育 
その他 

71 

駅東側の住民ですが、駅からの道中に街路灯が少なく、暗くて歩く
のがこわいです。結局子供たちも歩くのがこわく、親も心配で車で
送迎してしまう。江南市駅周辺をもっと明るくしてほしい。 
駅構内にトイレを設置してほしい。快速が止まる駅の駅構内にトイ
レがないのは、きっと江南駅だけ。 
駅周辺に魅力や華やかさはなく残念。 
江南市は暮らしはしやすく、気に入っていますよ。失礼ながら感じ
た事をつづります。以前豊橋市で半年暮らし、江南市へ来た者です。
当時小さな子がいて、幼稚園生でした。その時感じたのは、保護者
の意識が低いです。登壇した方の話を聞かず、保護者は皆話ばかり
し、ずっとガヤガヤしていました。驚きました。子供たちはあの親
が人の話を聞かない姿見て育つので、マナーの悪い子になってしま
うのではと思いました。たまたまマナーがなってない保護者が多い
学年だったのかもしれませんが、その感じが江南市にはあると思い
ます。もちろん丁寧な方もたくさんいらっしゃいます。雰囲気など
人が感じる事に取り組むのはとても難しいと思いますが、江南市民
として良い環境になる様、協力いたします。 

まちづくり 

72 

布袋エリアにもリサイクルセンターがほしい。もしくは市役所付近。
再生プラ、ペットボトルは可燃ゴミと同様の場所に週 1 くらいで収
集してほしい。市役所に中古の制服等を取りまとめて、いつでも購
入あるいはもらえるようなシステムがほしい。 

ごみ 

73 
自宅がマンションなのですが、堤防の歩道が年に何度または除草作
業して頂いてますが、すぐに草がのびて歩道スペースが少ないので
気になります。 

まちづくり 

74 以前に車の窓からポイ捨てをしている人がいました。 ごみ 

75 
川等の水が大変汚れている。宮田用水から水路を作り川の水の流れ
を良くすれば、周辺の悪臭も多少は解消されるのはないか…？ 

自然環境 

76 
犬のフンを持ち帰らない人がいます。罰金とかで取り締まってほし
い。 

その他 

77 
街路灯が少なく位箇所が多々ある。名鉄の完全高架化、国道 155 号
の高架化等により車の渋滞を緩和し、排気ガス等を軽減する。ゴミ
のポイ捨て厳禁の街づくり。 

公害 
ごみ 

78 市民に対してのアピール度が薄いのではないかと感じる。 その他 
79 川をきれいにしてほしいです。 自然環境 

80 
環境保全のためには、家庭や学校でのしつけ・教育が大事であり、
良識ある大人の存在と役割が一層必要である。 

環境教育 

81 
江南市の一部であるかもしれませんが、一年中カラスの群れが多く、
電柱の下のフンが歩道にたくさん落ちていて、歩きづらいし環境汚
染や市中美化が損なわれる。 

その他 

82 
環境保全のために様々な補助金制度があると思いますが、内容が分
かりづらく利用するまでに多くの時間と労力が必要となります。で
すから手続きや説明をもっと簡潔化してほしい。 

その他 

83 
公園や街路樹などの緑が多い市になると良いと思う。住み続けられ
る街づくりが出来ていれば良いと思う。 

まちづくり 

84 

ごみ処理場の燃焼高炉導入は、何でも燃やせる高炉にして、市民の
ゴミ分別時間を軽減してほしい。分別時間で市民個人の大事な時間
を奪わないでほしい。これこそが大きな市民サービスになると思わ
れます（大都市が行っているモデルを参考に）。 

ごみ 

85 犬のフンの持ち帰りの徹底をもっとアピールしてほしい。 その他 
86 ゴミ収集に関して、名古屋市を参考にしてはいかがでしょうか。 ごみ 
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No. 
環境行政に対しての要望 
（意見、要望、アイデア） 

項目 

87 
快速特急最高です!!ゴミ捨てできる所増やしてほしいです（ゴミ箱設
置）。 

ごみ 

88 

犬のフンの始末をしない人をどうにかしてほしい。きっと同じ飼い主
（又は家族）だと思うが、マナーが悪い。犬の大小の大きさに関わら
ず、増えてきている印象。ペットボトル等のポイ捨てや空のコンビニ
弁当のプラスチックのポイ捨ても多い。最近建売住宅に引っ越してき
た外国人家族と推測するが、生ゴミ収集の日にヘルメットとか、生ゴ
ミの指定袋に入れて出されていたりする。生ゴミ以外でも平気で収集
日に出しているので、教育してほしい。 

その他 
ごみ 

89 

他市から引っ越してきましたが、プラスチックゴミの回収日が少なす
ぎて不満です。特に夏場は臭いやすくなる為、可燃ゴミに入れている
という声を多く聞きます。資源ゴミはスーパーなどでも回収している
為、ある程度捨てられますが、包装などのプラゴミはもう少し市民が
出しやすい環境を整えるべきだと思います。リサイクルや分別の意識
を高める為、資源回収日も〇〇地域は毎月第〇〇曜日などと、日にち
を決めることが必要だと思います。バラバラすぎて分別したい気持ち
に波が出てしまいます。全体的に収集に関して配慮が足りません。 

ごみ 

90 
道路について：狭くても近い道に車が集まり、騒音などの問題がある。
歩道のついた広い道にアプローチしやすくして車を誘導できると、イ
ンフラの有効活用を通し環境活動にもなる。 

まちづくり 

91 

扶桑イオンの隣の工場からだと思うが、雨の日などプラスチックを燃
やすようなすごく体に悪そうな臭いがして不快。中般若に建設予定の
ゴミ処理場については、自衛隊の関係で煙突の高さが低いものになる
と聞いている。これ以上空気が悪くなるのは嫌。災害時にゴミが山と
積まれ悪臭にみまわれるのではないかとも思い不安。最初の説明会に
出たが、録音禁止の張り紙と、議員の恫喝でただただ恐ろしく、市民
の意見や質問など聞こうとしないということがよく分かった。家を建
てる時、井戸を作って利用しようとしたが、業者さんにここの水は汚
いから掘っても使えないと言われ断念したため、水道水にも不安があ
る（地下水を使ってると聞いているので）。もともとは水も空気もキ
レイな所だったと思うので残念です。「いこまいか」も不便ですし、
今のままでは老後は家を処分して引っ越すしかないと考えます（子供
住みたがりません）。災害時は避難所（学校？）に入り切れるわけな
いと思っているので、自宅で何とかするしかないのも不安です。 

公害 
自然環境 
その他 

92 親子で参加できる環境保全のためのセミナーや行事があると良い。 環境教育 
93 見回り、パトロールの充実。 その他 

94 

ゴミ出しの場所や回数の見直し（場所を増やす）。ゴミを出しに車で
出かけている人を見ると、何のための分別なのかと思う。回収方法を
見直し、もっと身近に出しやすい環境を整備してほしい。こういうア
ンケートも WEBにすれば、ゴミの減少になる。本末転倒。 

ごみ 

95 児童の通学路に木陰がない所が多すぎる。 まちづくり 

96 
特にないですが、たまにキツネを見かけるので、キツネ達が住めるよ
うに自然を残してください。 

自然環境 

97 
資源ゴミの当番が、高齢のため苦痛になってきました。何とかならな
いでしょうか。 

ごみ 

98 

紙媒体をなくしてほしい。インク代がもったいない（カラー印刷の意
味は？）。このアンケートに使った費用を教示してほしい。なぜ 18歳
未満はアンケートの対象になっていないのか、調査結果の報告はしな
いの？この調査は環境に対する意見・要望を計画に反映させることが
目的なのに、意識調査が 8割くらいの内容になっているのはなぜ？匿
名でなくていいのではないか。 

その他 

99 
街路樹が増えるのは良いことと思うが、大きくなりすぎたりして信号
や交差点（左右確認時）が見えにくくなるのは困る。定期的に見て頂
き、切ってほしい。家から出ている木も注意してほしい。 

まちづくり 
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No. 
環境行政に対しての要望 
（意見、要望、アイデア） 

項目 

100 
タバコの臭いが本当に迷惑。臭いの出ないタバコにしてほしい。また
は外、ベランダで吸わないでほしい。緑が少ない、街灯も少ない。少
しずつでも増やしてほしい。 

その他 
まちづくり 

101 ムクドリのフンの臭いが道路にする。下に落ちている。 その他 
102 生活するには良い環境だと思います。 まちづくり 

103 
近所の川の所、歩道脇など草がボーボーすぎる!! たまに処理する位
では間に合ってません。 

まちづくり 

104 
江南団地から厚生病院行きのバスが 1日 3便に減らされてしまい、大
変困っているのでもう少し増やしてほしいです。 

交通 

105 
リサイクル等やらずにバンバン新品を買って古くなったら捨てて経
済を回した方が、よっぽど豊かな社会になると思っています。 

ごみ 

106 
まだゴミを自分で燃やしている人がいます。煙や臭いで困っていま
す。もう少し厳しく取り締まってもらいたいです。 

ごみ 

107 
可燃物ゴミの件ですが、11時頃業者が取りに回っているので、その間
カラスの被害が多いです。夏場はもう少し時間を早めてもらいたいで
す。 

ごみ 

108 
ゴミの回収日、特にプラスチック、リサイクル用品が余りにも少なす
ぎるし、地域への負担が多い。 

ごみ 

109 
決められたゴミ収集場所以外の場所へ、収集できないゴミを出す人が
おり、そのゴミが残置されるのでどうしたらよろしいでしょうか。 

ごみ 

110 問 7で記載した事を日本で一番にやった町として頑張ってほしい。 その他 

111 

江南市が市でゴミ処理場をつくることがいい。以前一宮市のゴミ処理
のことを教えてもらったが、あそこまでの施設があるととても助かる
と思う。市民の環境についての知識がなく、市民特に若い世代の方々
は自分達の生活を維持するために共働きがあり、なかなか市民行政の
中に参加することが難しい。この 2点のことを（相反する）理解でき
て環境問題に取り組むには、柔軟な対応が必要となってきていると思
う。もう一つはシルバー人材を活用する。 

ごみ 

112 

資源ゴミの収集が大変なので、環境センターを日曜日も運営してほし
い。近くの青木川に大きめのゴミ袋をポイ捨てしている人（車に乗っ
て）を見た。ゴミの内容は不明だが、ゴミ捨ての仕組みが面倒なこと
が、ポイ捨てを増やしているかもしれない。田んぼに粗大ゴミが捨て
られていたりして悲しい。 

ごみ 

113 

道路脇の雑草等が放置されたままで生い茂り、道幅の狭い通学路等で
は通行の妨げにもなって危険です。ゴミの不法投棄も多く、衛生面も
悪いです。ポイ捨てに対する罰則の強化等、取り締まりをお願いした
いです。 

まちづくり 

114 

ゴミの減量化、適正な処理はとても大切なことだと思います。しかし
現状の資源ゴミの回収方法では、ライフスタイルに合わない人が多い
と思います。その結果、不適切なゴミの出し方になり、適正な処理に
繋がらないのではないでしょうか。可燃ゴミだけでなくプラスチック
類の回収も週で行うなどし、専用のゴミ袋を作製して頂けると大変助
かります。またペットボトル、トレイなどの回収先を増やす協力が得
られれば、資源ゴミの当番などが月 1に減らすことができ、仕事をし
ている方、高齢化の目立つ地域の負担も減らすことができると思いま
す。 

ごみ 

115 
いつも一生懸命取り組んで頂きありがとうございます。私達もなるべ
き協力していきたいと思っております。 

その他 

116 
下水道を早く整備して頂きたいです。コンビニの喫煙を禁止して頂き
たいです。 

まちづくり 

117 

私のように環境行政について興味や関心のない者でも、意識できるこ
とが増えました。ありがとうございます。このように興味や関心のな
い人にも、目につくような機会が何かあると良いなと思いました。丁
寧なアンケートありがとうございました。いつもご苦労様です。 

その他 
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No. 
環境行政に対しての要望 

（意見、要望、アイデア） 
項目 

118 
こういったアンケートの挿絵のために、カラー印刷をするのは無駄で
はないか。そういった細かいコストを環境についての費用に回して
は？一般企業のコストに対する意識の違いを感じざるを得ない。 

その他 

119 

主旨が違うかもしれませんが、狭い道に夜（日曜日）になると、路上
駐車が気になっています。毎朝家から車を出す時、普通ならそのまま
出れる所なのに車がある為、切り替えて出る日課。それってどうでし
ょうか？あまり良い環境とは思いませんが…。しかしご近所さんは大
切にとは思います。 

まちづくり 

120 
ゴミの分別がかなり細かいと思うので、一宮市みたいに簡単な分別に
してほしい。不燃ゴミの回収日を週 1に行ってほしい。粗大ゴミの車
での搬入を、一宮市みたいなことをやってほしい。 

ごみ 

121 

分別ゴミの収集場所で公園を利用されているが、ゴミ収集前日は子供
達が公園で遊べない。そして当日はトラックの出入りでグチャグチャ
にされ、ガラス片や発泡スチロールのカスが残され酷い状況である。
収集場所、方法を検討して頂きたい。 

ごみ 

122 

子供やお年寄りなど、運転できない人のためのバスなどの移動手段が
増えるといいです。雨の日に駅前までの道路が、駅に送迎する車でと
ても混んでいて、名草線・高屋町のあたりから渋滞しています。車線
を増やすとかバスが増えるとかすれば、あれほど渋滞しないのではな
いかと思います。厚生病院へ向かう救急車も通るので、動かない状況
にならないようにしておかないといけないのではないでしょうか。 

交通 

123 
環境は一人一人の心掛けと、それを表現する自治体と思います。個人
の努力や地域貢献を、ポイントなどで地域に還元できると良いと思
う。 

その他 

124 
緑が少なくなってきている。そのために夏は暑くなっているような気
がする。 

自然環境 

125 

先日歩いていると、田にサギが 5羽もいました。そうした光景を目に
できるのは、ありがたく心が豊かになります。こういった環境を新た
に作るのは難しいのですから、何とか残してほしいです。 
大雨時、学校周辺が冠水します。何とか改善を。“願い”しか書けま
せん。アイデアなくすみません。 

自然環境 

126 

同じ市内でも地域によって現状や問題点が全く違うと思うので、地域
毎に現地を確認して問題を吸い上げる取り組みが必要。市が具体的に
どのように取り組んで、その結果どのような成果があったか、何がど
う変わったのかが分かりにくい。広報やホームページではなく、現地
の紹介（そこに行けば成果が見える）や、公共施設に展示（文字では
伝わらないので、写真で「取組前」⇒「取組後」が見れる）があると、
PR や市民の意識向上につながるのではないかと思う。 

その他 

127 
所有地を転売したくても、規制があり出来ない→雑草が生えご近所に
迷惑がかかることに。規制を緩和の方向にと考えます。 

その他 

128 

これから未来を担う子たち（幼稚園・小学校・中学校…）で、SDGs の
教育をどんどん取り入れると良いと思う。そうすれば、家庭→地域→
市全体に浸透していく。学校（先生）の負担を減らすために、先生の
補充が必要になると思います。 

環境教育 

129 
夏場、街路樹の葉が伸びてきて、安全を確認しづらいことが多々ある。
伐採の頻度を上げるなど、こまめに対応してほしい。 

まちづくり 

130 

最近のゲリラ豪雨や、気候変動による長期の雨天時に、通学路が短時
間で冠水する所があり、生活環境・教育環境の面から良くないと思っ
ています。一度市内の冠水エリアについて、主要道路以外の生活道路
についても現状を調査して対策をお願いします。冠水エリアへの雨水
の流入量を分散するだけでも効果があると思います。日本の気候も変
化している中、もともと江南市は雨水の排水が弱いので、事前の対応
を検討してください。 

まちづくり 
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No. 
環境行政に対しての要望 

（意見、要望、アイデア） 
項目 

131 
ゴミの分別回数を、一宮市のように市でやってもらいたい。 
決められた場所まで遠いので、運ぶのが大変ですし日数が少ない。 

ごみ 

132 
プラスチック容器ゴミだけでも、指定の袋で出せるようになると、逆
に分別の効果がもっと良くなるように思います。 

ごみ 

133 犬のフンに困っています。 その他 

134 
環境についてかどうか分からないのですが、ゴミ焼却炉がせっかく大
きな物を作ったのに、その所に温水プールを設置した方が良かった？ 

ごみ 

135 

ソーラーパネル設置について：近くに気が付くといつ間にか、あちら
こちらに見かけるようになりました。しかしパネルの下、周りをきち
んとしているところは少ない。草がいっぱい。とても見苦しい。規制
はどうなっているのでしょう。空き地さえあればこのごろは見かける
ようになり、景色が変わり悲しいです。地域を決めるとか、周りに木
を植えるとか、とにかく市民ともども今こそ動かねば。切実です。 

再エネ 

136 

①ゴミの減量、分別に努めています。様々なものが再利用、再資源と
して生かされています。ですが分別（資源）ゴミの当番に行くと、「こ
れ、一体何に利用されているの」という声も聞かれます。具体的に何
に生まれ変わるのか、示すことも大事では？ 
②SDGs11に関連して、江南市にも「道の駅」のようなものがほしい。
地産地消を目指すべきではないでしょうか。 

ごみ 
まちづくり 

137 

川の方をもう少しキレイにしてもらえると…子供や大人が遊べるよ
うに。 
ゴミ処理場を早く作ってほしい。他の市のようにいくらかで大きいゴ
ミも引き取ってほしい。処分できないゴミが増える。ゴミ屋敷多い。 

自然環境 
ごみ 

138 
道路工事を年中ひんぱんに目にする。工事の必要があるのか？と疑っ
てしまう。車が多いので子供に配慮した作りにして頂きたい。 

まちづくり 

139 

畑の多い地域での野焼きに困っています。特に家に隣接した場所で、
多くの草などを燃やされ、家の中に煙が充満して臭いだけでなく咳や
涙が止まらなくなるなど、健康被害が出ています。トラブルになるの
で直接言うこともためらわれ、行政に言っても注意のみでやめてもら
えず怒りしかないです。その他の場所でも煙をもんもんと出して野焼
きし、布団にすすが付いたりもします。広報無線などで禁止されてい
る事など、繰り返し言ってほしいです。もしくは注意よりも、困った
時の連絡相談窓口の案内を回覧してもらいたいです。 

公害 

140 

155 線沿い布袋駅小の前に国道を持ってくる事、おかしい。高架にな
ってから大型トラックが増加。バイパス西側ゴミのポイ捨てすごいで
す。外来種の黄色花が増えてます。布袋駅、駐車場ばかりでなく、コ
ンビニ・公園がほしいです。 

まちづくり 

141 
子供の頃からの実践が環境に対する意識を養う上で大切だと思うの
で、学校の教育と絡めて子供達はもちろん、親も学ぶ機会があれば良
いと思う。 

環境教育 

142 
ゴミ拾いや道路などの草むしりをして頂いているボランティアの
方々には、本当に頭の下がる思いです。ありがとうございますと伝え
たいです。 

ごみ 

143 
手入れのされていない空地での不法投棄（目についた所では上奈良
旭）が多いので対処してほしい。 

ごみ 

144 
ガソリンスタンドにゴミ箱設置 
市内を回れるバスの運営 
市内のお店でエコポイント→たまったらゴミ袋と交換 

ごみ 
交通 

145 子供が気をつかわずに利用できる公園を増やしてほしい。 まちづくり 
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2.2 事業所意識調査 

(1) 回答事業所について 

① 業種 

回答事業所の業種は以下に示すとおりです。 

「製造業」が 29.4%であり、次いで、「サービス業」が 20.0%、「建設業」が 16.5%です。 

 

29.4%

20.0%
16.5%

9.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

1.2% 12.9%

1.2%

製造業 サービス業 建設業
卸売･小売業 飲食店 金融･保険･不動産業
運輸･通信業 電気･ガス･水道業 農・林・水産・鉱業
その他 無回答

 

② 従業員数 

回答事業所の従業員数は以下に示すとおりです。「10人～29人」が 27.1%であり、次いで、

「30人～49人」が 20.0%、「50人～99人」が 17.6%です。 

15.3%

27.1%

20.0%

17.6%

11.8%

5.9%

2.4%

９人以下 10人～29人 30人～49人 50人～99人

100人～299人 300人以上 無回答
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③ 公害等関連法令指定について 

回答事業所（回答率は 17.6%）の公害等関連法令指定状況は以下に示すとおりです。 

「公害関連法令に基づく指定を受けていない」と答えた事業所が 60.0%であり、ほとんど

の事業所が指定を受けていません。 

 

7.1%

3.5%

1.2% 1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

60.0%

3.5%

23.5%

大気汚染防止法に基づく特定工場・事業場

水質汚濁防止法に基づく特定工場・事業場

騒音規制法に基づく特定工場・事業場

第一種エネルギー管理指定工場（省エネ法）

振動規制法に基づく特定工場・事業場

愛知県公害防止条例に基づく指定工場・事

業場

第二種エネルギー管理指定工場（省エネ法）

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づ

く特定排出者

公害関連法令に基づく指定を受けていない

その他

無回答
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(2) 社員教育・公害・環境問題対策・地球温暖化対策に関する行動について 

「実行している」＝4点、「今後2年以内に取り組む予定」＝3点、「今後5年以内に取り組む予定」

＝2点、「現在予定していない」＝1点として、各項目の取り組み度合いを得点化し、「実行度」と

して算出しました。 

事業所が取り組んでいる環境に関する行動の実行状況は以下に示すとおりです。 

 

実行度が最も高いのは、「設備機器の適切な維持管理に努めている」で3.6点であり、次いで、

「「フロン排出抑制法」に従い、フロン類の使用合理化と排出抑制に努めている」で3.2点です。

実行度が最も低いのは、「雨水利用や中水利用に努めている」で1.4点であり、次いで、「堆肥の

利用や農薬の削減に努めている」で1.5点です。 

平成28年から、全体的に社員教育・公害・環境問題対策・地球温暖化対策に関する行動の実行

度は低くなっている傾向がみられます。 

3.6 

3.2 

2.8 

2.2 

2.1 

2.1 

2.1 

2.0 

1.8 

1.7 

1.7 

1.7 

1.5 

1.4 

3.8 

2.8 

3.1 

2.2 

2.2 

2.2 

2.4 

2.7 

1.8 

1.9 

1.8 

1.3 

2.8 

2.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

設備機器の適切な維持管理に努めている。

「フロン排出抑制法」に従い、フロン類の

使用合理化と排出抑制に努めている。

水質汚濁物質の排出削減に努めている。

社内誌、朝礼などにより環境問題に

関する情報を提供している。

周辺地域の美化運動に参加している。

雨水浸透ますや雨水貯留槽を設置している。

二酸化炭素・メタンなどの排出抑制を行っている。

敷地内の屋上、壁面、駐車場などの緑化や

生垣や花壇などの設置に努めている。

愛知県や江南市が行う環境行事に参加している。

社員の環境研修を実施している。

ボランティア活動や環境保全団体の

活動に社員を参加させている。

環境保全に関する部署や担当者を選任し、環境対策の

推進や、地域・異業種間の情報共有を行っている。

堆肥の利用や農薬の削減に努めている。

雨水利用や中水利用に努めている。

R3 H28
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(3) 省エネ・リサイクル・自動車の運用などに関する行動について 

事業所が実施している省エネ・リサイクルなどに関する具体的な行動の実施状況は以下に示す

とおりです。(2)と同様に、各項目の取り組み度合いを得点化し、「実行度」として算出しました。 

実行度が最も高いのは、「冷暖房の温度を適正に保っている」、「電灯のスイッチをこまめに消

している」で3.8点であり、次いで、「クールビズ・ウォームビズを取り入れている」で3.7点で

す。実行度が最も低いのは、「車の使用を控え、公共交通機関を利用するよう指導している」で

1.3点です。 

平成28年から、全体的に省エネ・リサイクルなどに関する行動の実行度は現状維持又は低くな

っていますが、「運転時には、エアコンを適正に使用し、急発進、急停止をやめるなどエコドラ

イブを実践している」については大幅に高くなっています。 

 

3.8 

3.8 

3.7 

3.6 

3.6 

3.3 

3.3 

3.2 

2.9 

2.9 

2.9 

2.6 

2.5 

2.4 

2.2 

1.5 

1.5 

1.3 

3.9 

3.9 

3.7 

3.7 

3.6 

3.5 

2.0 

3.5 

3.0 

2.8 

3.0 

2.8 

3.1 

2.8 

2.4 

1.8 

1.6 

1.8 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

冷暖房の温度を適正に保っている。

電灯のスイッチをこまめに消している。

クールビズ・ウォームビズを取り入れている。

新聞やコピー用紙のリサイクルを行っている。

過剰包装を行わないように努めている。

缶類やビン類のリサイクルを行っている。

運転時には、エアコンを適正に使用し、急発進、

急停止をやめるなどエコドライブを実践している。

コピー用紙やトイレットペーパーは

再生紙を使用している。

照明や空調を効率よくするため、

室内のレイアウトを工夫している。

停車中はエンジンを切るなどの

アイドリングストップをするよう指導している。

使い捨て製品の使用や購入を抑制している。

排出ガス規制適合車や電気自動車などの

低公害車を導入している。

省エネ・リサイクル可能な

製品を製造または販売している。

共同輸配送の実施など、

輸送の合理化を行っている。

断熱や太陽光の取り入れに工夫している。

遠距離・大量輸送は鉄道を利用している。

廃熱の利用を促進している。

車の使用を控え、

公共交通機関を利用するよう指導している。

R3

H28
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(4) その他の環境に関する行動について 

令和3年度の意識調査で新たに聞き取りを行った、事業所が実施している環境に関する具体的

な行動の実施状況は、以下に示すとおりです。(2)と同様に、各項目の取り組み度合いを得点化

し、「実行度」として算出しました。 

実行度が最も高いのは、「発生した廃棄物を分別し、適正に処理している」で3.9点であり、次

いで、「業務用の冷蔵庫、エアコンなどの廃棄時には、フロン回収指定店などでフロン類を適切

に処理している」で3.7点です。実行度が最も低いのは、「カーボン・オフセットの活用をしてい

る」、「COOL CHOICEへの賛同登録をしている」などで1.3点です。 

ごみに関する取り組みや、省エネ・フロン関連に関する取り組みの実行状況は比較的高くなっ

ている一方で、環境保全活動などへの参加や再生可能エネルギーの使用などの実行状況は低くな

っています。 

3.9 

3.7 

3.4 

3.3 

3.1 

3.0 

2.4 

2.4 

2.3 

2.0 

1.9 

1.9 

1.8 

1.7 

1.7 

1.7 

1.5 

1.3 

1.3 

1.3 

1.3 

1.3 

1.3 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

発生した廃棄物を分別し、適切に処理している。

業務用の冷蔵庫、エアコンなどの廃棄時には、フロン

回収指定店などでフロン類を適切に処理している。

廃棄物の減量化、再利用、リサイクルに努めている。

省エネルギー設備・機器（LED照明、高効率空調、

高性能ボイラなど）を導入している。

プラスチックごみの削減に努めている。

ごみ減量化計画の策定や再生品の使用を

心がけるなどごみの減量に努めている。

次世代自動車（電気自動車、

ハイブリット自動車など）を導入している。

低騒音型・低振動型機器を導入している。

ノンフロン製品を利用している。

使用エネルギーの見える化、使用電力の

制御システムなどの設備を導入している。

リサイクルマニュアルの作成や副産物の再使用、

リサイクル技術の開発、普及を進めている。

建物・施設の省エネルギー化を進めている。

（断熱窓の使用、屋上緑化など）

地元産の農作物を利用・販売している。

開発事業などの際には、緑化を推進している。

自主的に環境測定・調査を行い、

結果の公表を行っている。

再生可能エネルギー（太陽光、風力、小水力などの

CO₂を排出しないエネルギーなど）を導入している。

持続可能な利用を考慮した農作物を利用している。

コンクール、イベントへ積極的に

参加し、緑化運動を進めている。

水辺に関する市民活動へ積極的に参加するなど、

水辺の自然とふれあう機会をつくっている。

グリーン電力の調達に努めている。

地域の生態系の保全などの活動に取り組んでいる。

COOL CHOICEへの賛同登録をしている。

カーボン・オフセットの活用をしている。
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(5) 環境マネジメントシステムについて 

事業所における環境管理のための社内の制度（環境マネジメントシステム）導入状況は以下に

示すとおりです。 

 いずれの項目も、回答率が低く、制度そのものを知らない事業所が多くなっています。 

 

3.5%

11.8%

2.4%

0.0%

14.1%

96.5%

88.2%

97.6%

100.0%

85.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後取得するつもりである

取得する予定はない

ISO14001

ECO アクション21

その他の環境マネジメントシステム

認証制度への登録

回答 無回答

 
 

(6) ＳＤＧｓ（エスディージーズ）：持続可能な開発目標について 

① ＳＤＧｓの実施状況 

事業所におけるSDGsに関する取り組みの実施状況は以下に示すとおりです。 

「すでに実施している」、「今後、実施していく予定である」と答えた事業所は、全体の21.2％、

「検討中である」、「今後、実施していく予定はない」と答えた事業所は全体の50.6％、「SDGs

の内容をよく知らない」と答えた事業所は23.5％です。 

 

すでに実施している
15.3%

今後、実施していく予定である
5.9%

検討中である
23.5%

今後、実施していく予定はない
27.1%

SDGsの内容をよく知らない
23.5%

その他
2.4%

無回答
2.4%
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② ＳＤＧｓの実施項目 

①で「すでに実施している」「今後実施していく予定である」「検討中である」と回答し

た事業者が、実施、または実施予定の SDGsの項目は以下に示すとおりです。 

17のゴールのうち、「３」「８」「11」「12」のゴールについて今後実施予定と答えた事

業者が比較的多くなっています。 

23.7%

13.2%

44.7%

21.1%

28.9%

23.7%

31.6%

50.0%

31.6%

26.3%

50.0%

44.7%

28.9%

23.7%

34.2%

18.4%

26.3%

76.3%

86.8%

55.3%

78.9%

71.1%

76.3%

68.4%

50.0%

68.4%

73.7%

50.0%

55.3%

71.1%

76.3%

65.8%

81.6%

73.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．貧困をなくそう

2．飢餓をゼロに

3．すべての人に健康と福祉を

4．質の高い教育をみんなに

5．ジェンダー平等をみんなに

6．安全な水とトイレを境中に

7．エネルギーをみんなにそしてクリーンに

8．働きがいも経済成長も

9．産業と技術革新の基盤を作ろう

10．人や国の不平等をなくそう

11．住み続けられるまちづくりを

12．作る責任使う責任

13．気候変動に具体的な対策を

14．海の豊かさを守ろう

15．緑の豊かさを守ろう

16．平和と公正をすべての人に

17．パートナーシップで目標を達成しよう

実施または実施予定 実施予定なし
 

(7) 事業所での環境保全の体制について 

事業所における地球温暖化を防止するための計画策定状況は以下に示すとおりです。 

「特に計画はない」と答えた事業所が69.4％です。 

地球温暖化を防止するた

めの計画を策定しており、

削減目標を定めている。
5.9%

地球温暖化を防止するため

の計画を策定しているが、

削減目標を定めていない。
5.9%

公害防止やごみ削減の

ための計画を策定して

いるが、地球温暖化防

止は考慮していない。
9.4%

その他。

4.7%

特に計画はない。

69.4%

無回答

4.7%
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(8) 環境保全に対する取り組みについて 

事業所が環境保全に取り組む理由は以下に示すとおりです。 

取り組む理由として最も多い回答は、「環境問題の重要性を感じているから」で47.1%であり、

次いで、「企業の社会的責任だから」で45.9%です。 

47.1%

45.9%

30.6%

31.8%

29.4%

16.5%

8.2%

7.1%

8.2%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境問題の重要性を感じているから

企業の社会的責任だから

事業所の周辺住民との良好な

関係を維持するため

省エネルギーや資源のリサイクルは

結果的にはコスト削減につながるから

事業所や製品、商品など

のイメージアップのため

今後の環境ビジネスの進展を考えて

今後の環境ビジネスの進展を考えて

会社や業界などで良好な環境保全のための

独自の基準などを設けているから

環境問題には特に取り組んでいない

特に理由はない

 

(9) 環境問題への取り組みや地球温暖化対策を進める上での問題について 

事業所が環境問題への取り組みや地球温暖化対策を進める上での問題は以下に示すとおりで

す。「人材の不足」が42.4％と最も多く、次いで「資金の不足」が36.5％、「ノウハウの不足」が

32.9％、「手間や時間がかかる」が28.2％です。 

42.4%

36.5%

32.9%

28.2%

16.5%

15.3%

11.8%

5.9%

4.7%

12.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

人材の不足

資金の不足

ノウハウの不足

手間や時間がかかる

どのような分野を重視して

取り組むべきかわからない

環境問題の現状や施策、

地球温暖化対策に関する情報の不足

事業所内に市民や行政などと協力

して対策を推進するための組織がない

取引先や消費者の協力が得られない

その他

特に問題はない
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(10) 省エネルギー・再生可能エネルギーの導入について 

事業所における省エネルギー・再生可能エネルギーの導入状況は以下に示すとおりです。いず

れの項目においても、「検討中」の回答率が最も高い結果です。 

23.5%

18.8%

15.3%

15.3%

14.1%

9.4%

7.1%

7.1%

7.1%

5.9%

4.7%

3.5%

2.4%

2.4%

2.4%

1.2%

1.2%

1.2%

2.4%

1.2%

5.9%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

11.8%

5.9%

3.5%

8.2%

9.4%

20.0%

8.2%

5.9%

12.9%

5.9%

11.8%

5.9%

2.4%

3.5%

2.4%

3.5%

1.2%

1.2%

42.4%

61.2%

56.5%

54.1%

54.1%

49.4%

61.2%

67.1%

58.8%

56.5%

72.9%

60.0%

75.3%

64.7%

70.6%

76.5%

72.9%

78.8%

75.3%

76.5%

69.4%

12.9%

12.9%

10.6%

18.8%

18.8%

17.6%

11.8%

20.0%

15.3%

16.5%

27.1%

18.8%

20.0%

18.8%

23.5%

21.2%

14.1%

18.8%

17.6%

16.5%

18.8%

24.7%

12.9%

7.1%

3.5%

4.7%

3.5%

4.7%

3.5%

3.5%

3.5%

3.5%

3.5%

3.5%

4.7%

3.5%

3.5%

3.5%

4.7%

3.5%

3.5%

4.7%

3.5%

4.7%

72.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

省エネ型OA機器など

太陽光発電

高効率ランプ

インバーター機器

高効率空調システム

次世代自動車

高効率給湯器

ペアガラス

省エネ改修など

高効率ボイラー

天然ガスコージェネレーション

その他の高効率業務用機器

風力発電

ヒートポンプ給湯器

燃料転換

太陽熱利用

燃料電池

バイオマス発電、バイオマス熱利用など

廃棄物発電、廃棄物熱利用など

温度差エネルギー

中小水力発電、マイクロ水力発電

その他

導入済み 2年以内に導入予定 検討中 導入予定なし 該当しない 無回答

 

(11) 環境基本計画の推進のための重要事項について 

事業所にとっての、環境基本計画の推進のための重要事項については以下に示すとおりです。 

「再生可能エネルギーの普及」や「地球温暖化対策の推進」、「省エネルギー対策等の環境問題」

に対する重要度は高いが、満足度は低くなっています。また、「自然環境」や「大気環境の保全」

や「ごみ」に関する項目への重要度も高くなっています。 

リサイクルなどごみの

減量化・資源化の推進

ダイオキシンなどの有害物質対策公害対策

地下水の保全

水環境（川や池）の保全

生物多様性の保全

地球温暖化対策の推進
太陽光・風力発電などの再

生可能エネルギーの普及

省エネルギー対策

脱炭素社会の実現

環境教育・環境学習の推進

行政などとの環境保全に

関する連携環境情報の収集・提供

団体などへの環境活動費用の支援

2.9

3.1

3.3

3.5

3.7

3.9

4.1

4.3

2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5

重
要
度

満足度
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(12) 環境に対する行動と環境保全活動について 

事業所が考える環境保全のための行動に関する考え、江南市の環境についての意見、要望は以

下に示すとおりです。 

 

No. 
環境保全のための行動に関する考え 

環境についての意見、要望 

1 

木曽川河川敷の雑木と野鳥、獣との関係 

・木曽川の流水阻害 

・野鳥の異常発生（カラス、ムクドリなど） 

・獣の発生（イタチ、ハクビシン、タヌキなど） 

⇒バランスが必要 

2 

江南市はごみ処理に力を入れてきたイメージがあるが、脱炭素社会実現に向け

た支援は不足している。 

ゴミの分別の多さは他市町村からの転居を妨げる水準。 

河川保全の観点からも下水道の増強には、力を入れたほうが良い。 

3 

私共は製造メーカーでございますので、環境負荷を継続的に軽減するために、

ROHS対応製品など環境にやさしい製品を開発・提供しています。生産工場（北

関東・東北）では、環境マネジメントの国際規格である ISO14001 を導入し、

工場のおける環境省エネルギーの組織的な取り組みをしています。 

4 
緑化につとめていて落ち葉の処理、選定生木の処理、プラントをつくって腐葉

土をつくるステーションを作ってほしい。 

 

 

 

  


